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だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
勝
ち
負
け
両
派
の
対

立
は
血
で
血
を
洗
う
抗
争
へ
と
発
展
し
、
両
勢
力
に
よ
る
暗
殺

や
報
復
が
約
十
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
続
発
す
る
異
常
事
態
に
な

っ
て
い
た
。

近
年
の
文
献
で
は
、
古
谷
や
野
村
の
事
件
を
皮
切
り
に
続
い

た
計
画
的
テ
ロ
に
つ
い
て
「
あ
く
ま
で
臣
道
連
盟
と
は
別
個
に

誕
生
し
た
過
激
派
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
犯
行
」
と
す
る
見
方
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
世
間
一
般
に
は
〝
勝
ち

組
テ
ロ
リ
ス
ト
＝
臣
道
連
盟
〞
と
い
う
前
提
で
、
大
半
の
事
件

が
組
織
名
と
と
も
に
報
じ
ら
れ
た
。
隣
国
ペ
ル
ー
の
新
聞
で
も

「Shindo R
em

m
ei

」
と
い
う
だ
け
で
通
じ
る
話
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

『
75
年
の
歩
み
』
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
愛
国
同
志
会
は

阿
部
た
ち
が
ペ
ル
ー
入
り
す
る
よ
り
も
前
、
前
年
十
二
月
に
は

誕
生
し
て
い
た
が
、『
エ
ル
・
コ
メ
ル
シ
オ
』
紙
は
、
阿
部
・

鳥
越
の
来
訪
で
結
成
さ
れ
た
も
の
と
思
い
込
み
、「
ブ
ラ
ジ
ル

を
震
撼
さ
せ
た
あ
の
テ
ロ
組
織
の
類
似
団
体
が
ペ
ル
ー
に
も
生

ま
れ
た
」
と
い
う
点
に
ニ
ュ
ー
ス
価
値
を
置
き
、
こ
れ
を
報
じ

た
の
だ
っ
た
。

現
地
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
『
ラ
・
ク
ロ
ニ
カ
』
も
同
じ
八
月
九
日

付
記
事
を
『
日
本
の
秘
密
マ
フ
ィ
ア
、
リ
マ
に
も
│
│
ブ
ラ
ジ

到
着
で
危
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
》

ペ
ル
ー
で
の
新
団
体
「
愛
国
同
志
会
」
は
「
ラ
・
オ
ル
ガ
ニ

サ
シ
オ
ン
・
デ
・
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
モ
・
ソ
シ
ア
ル
（
社
会
愛

国
主
義
の
組
織
）」
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
語
訳
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
臣
道
連
盟
」
は
日
本
語
で
そ
の
ま
ま
「Shindo R

em
m

ei

」

と
表
記
さ
れ
、
ペ
ル
ー
の
一
般
国
民
に
も
す
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
邦

人
社
会
の
勝
ち
負
け
抗
争
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

約
五
ヵ
月
前
、
三
月
七
日
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
地
方
都
市
の
バ
ス

ト
ス
市
で
産
業
組
合
専
務
理
事
・
溝
部
幾
太
が
自
宅
裏
庭
で
射

殺
さ
れ
、
負
け
組
指
導
者
と
し
て
勝
ち
組
の
暗
殺
対
象
と
な
る

最
初
の
事
件
が
勃
発
し
た
。

四
月
一
日
に
は
、
数
人
ず
つ
ふ
た
手
に
分
か
れ
た
勝
ち
組
の

テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
負
け
組
の
指
導

的
立
場
に
い
た
元
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
公
使
・
古
谷
重
綱
宅
と
元
日

本
語
教
育
普
及
会
事
務
局
長
・
野
村
忠
三
郎
宅
を
襲
撃
し
、
古

谷
は
警
備
の
警
官
隊
に
守
ら
れ
て
一
命
を
と
り
と
め
た
も
の
の
、

野
村
は
凶
弾
に
落
命
し
た
。

前
年
八
月
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
勝
デ
マ
が
ビ
ラ
や
口
コ
ミ

で
拡
散
さ
れ
、
こ
れ
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
負
け
組
の
認
識
運
動

が
火
に
油
を
注
ぐ
格
好
に
な
っ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
邦
人
社
会

脈
か
ら
推
察
し
て
も
ら
い
、
記
事
全
体
の
復
元
を
試
み
る
つ
も

り
だ
が
、
現
状
で
も
問
題
な
く
読
み
取
れ
る
見
出
し
や
リ
ー
ド

か
ら
、
お
お
ま
か
な
内
容
は
理
解
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
阿
部
ら
の
逮
捕
を
伝
え
た
ペ
ル
ー
の
代
表
紙

『
エ
ル
・
コ
メ
ル
シ
オ
』
の
第
一
報
、
八
月
九
日
付
記
事
は

『
ペ
ル
ー
に
つ
く
ら
れ
た
「
愛
国
同
志
会
」
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

「
臣
道
連
盟
」
に
そ
っ
く
り
な
組
織
だ
っ
た
』
と
い
う
見
出
し

で
報
じ
ら
れ
、
こ
ん
な
リ
ー
ド
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

《
中
心
人
物
の
ア
ベ
・
ケ（

マ

マ

）

ン
ソ
ウ
と
タ
ケ
シ
・
ト
リ
ゴ
エ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
こ
の
危
険
極
ま
り
な
い
日
本
人
結
社
の
存
在
が
発

覚
し
た
た
め
に
、
逃
げ
て
き
た
者
た
ち
だ
。（
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う

な
）
扇
動
者
が
少
な
く
平
穏
だ
っ
た
我
が
国
に
も
、
ふ
た
り
の

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
南
米
大
陸
を
陸
路
横
断
し
、
ペ
ル
ー
の
在
留

邦
人
に
「
日
本
の
戦
勝
」
と
い
う
デ
マ
を
吹
聴
し
て
寄
付
金
を

か
す
め
取
っ
た
詐
欺
師
ふ
た
り
組
、
阿
部
謙
三
と
鳥
越
武
が
引

き
起
こ
し
た
騒
動
の
顛
末
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

邦
字
紙
『
ペ
ル
ー
新
報
』
が
七
四
年
に
編
纂
し
た
『
在
ペ
ル
ー

邦
人
75
年
の
歩
み
』
の
言
及
が
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
情
報
の

ほ
ぼ
す
べ
て
と
言
っ
て
も
い
い
。

た
だ
、
こ
の
ほ
か
に
も
私
は
、
一
九
四
六
年
八
月
に
ふ
た
り

の
活
動
が
発
覚
し
、
関
係
者
が
大
量
検
挙
さ
れ
た
際
の
現
地
一

般
紙
の
記
事
を
い
く
つ
か
入
手
で
き
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
面

は
保
存
状
態
が
か
な
り
悪
く
、
手
に
入
れ
た
複
写
で
も
記
事
本

文
の
文
字
が
随
所
で
か
す
れ
、
読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
専
門
家
に
、
判
読
不
能
箇
所
を
文

第
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回

三
五
〇
〇
キ
ロ
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た
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旅
へ
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